かってい るぞ。 だが 待て、 ちょっと 待って くれ。 わし 

が 君に 殴り殺される 前に、 ぜひ 君に 見せて やりたい も 

のが ある」 

博士 は、 まだ 頸 を しめつけられても いないのに、 く 

るし そうに あえ ギ」 あえ 、ぎ 一一 一一 n う 。 

「僕に 見せる つて、 いったい それ は 何 を 見せる という 

のです か」 

僕 はさす がに 気になった。 絵 里子に 関係の ある こと 

ではない かと、 すぐ そのよう に 思った のであった。 

博士 は 僕 を 制して、 自分の あとに ついて くるよう に 

と 合図 をお くった。 



博士の 後に 従って、 僕 は 小暗い 長 廊下 を ずんずん 奥 

へ あるいて いった。 

そのうちに 博士 は、 廊下の 途中から 横につ いている 

急な 階段 をの ぼり はじめた。 

(おお、 これ は、 マカオ 博士の 秘密 研究 塔に 通じる 階 

段 だ) 

と、 僕 は ひそかに 胸 をお どらせ た。 

博士 は 僕 を 秘密 研究 塔に つれこんで、 いったいなに 

を 見せる つもりなん だろう。 

この 研究 塔 は、 往来から もよ く 見えた。 研究所の ま 

わり は 分厚い 背の 高い 壁に とりかこまれ、 その 境内 は 



ことと， ことと、 ことと。 

カムが しきりに ピッチ をき ざんで いる。 

ぴかリ II と、 紫色の 電光が、 扉の 間から 閃いた。 

じ いじいじ いと、 放電の ような 音 もき こえる。 

それに ひきかえ、 マカオ 博士 はなに をして いるの か 

しわぶ き 

咳 の 声 さえ 聞え てこない。 

僕の 心臓 は、 なんだか 急に 氷の ように 冷たくな つた 

の を 感じた。 

-j J と， j J と) J と) J と> J と。 そ のとき 博士 の 姿が 入口に 

ぬつ と 現われた。 

「さあ、 おはいり。 だが 始めから 断って おくよ。 どん 



さした。 

(怪物？ 怪物って、 なんだろう) 

博士 は 額に 手 を あげて、 しばらく 沈思して から、 

「おい 君。 これから 君が 見る 怪物 は、 いったい 何者で 

あるか、 当てて みたまえ。 もし 当てる ことができれば ■ 

この 研究所 を そっくり 君に あげても いいよ。 つま リ、 

いくら 君が 考えても わけの わからない 生物が、 この 小 

さな 室に 入って いるんだ」 

「僕 は あてて みます よ。 なに、 人間の 頭脳で 考えられ 

る ことなら、 僕に だって 」 

「いや、 そうはい うが、 こればかり は、 人間の 想像力 



寝そべつ ていたの は、 最初の 一目で は、 一個の 裸 形の 

女と 見えた。 

だが、 次の 瞬間、 僕 は それ を 早速 訂正し なければ な 

ら なかった。 

(女体ら しい。 しかし それ は 絶対に 人間で はない！) 

絶対に 人間で はありえない の だ。 

なるほど 四肢 は 豊満に 発達し、 皮膚の 色 はぬける ほ 

ど 白く、 乳房 は ゴム まりのよう にもり あがり、 金髪 は 

ゆたかに 肩の あたりに もつれて いると ころ は 女性 人間 

のよう であるが、 よく 見る と 顔が のつ べらぼう だ。 そ 

して 頭髪の 間から 三本の 角が 出て いて、 その 尖端に た 



まだもう 一 つ 気の ついた ことがある。 

それ は 真白な 肢体の 膚に、 点々 として 小さい 斑点が 

ついている こと だ。 そういうと そばかすみ たいに 聞え 

るが、 そばかす ではない。 そばかすよ リ もずつ とずつ 

と 小さい 斑点で、 そしてい やに 黒い ので ある。 電送 写 

真 というものがあるが、 あの 写真 を 空電 の 多い ときに 

受信す ると、 画面に おびただしく 小さな 黒い 空電 斑点 

という ものが 印せられ るが、 どっち かとい うと、 その 

空電 斑点に よく 似て いるので あった。 (後で 分った こ 

とで あるが、 その 怪物の 肢体に ついている 黒斑が、 僕 

の 第一印象の とおり、 やはり 本当の 空電 斑点で あると 



分った ときには、 さすがの 僕 も 腰がぬ けた かと 思った 

ほど 愕 いた) 

「あの 怪物 は、 どうしたので すか。 博士 は どこから あ 

れを 持って こられた のです か」 

僕 は マカオ 博士の 方 を ふりかえって、 はげしく 詰問 

の 言葉 をお くった。 

「おう ほ、 そのこと そのこと」 

と、 博士 は ハンカチで 額の 汗 を ふきながら、 

「あれ をなん という か、 とにかく あの 怪物が 実験室の 

中の、 なんにもない 空間に 足の 方から むくむ くと 姿 を 

あらわし はじめた ときには、 わしの 総身の 毛が 一本 一 



本 逆 だち、 背中に 大きな 氷の 板 を 背負った ように、 ぶ 

るぶ ると 顫えが きて 停めよう がなかった もの さ」 

「え、 なんです つて」 

と 僕 は 思わず 博士 の 言葉 を 聞き かえした。 なんとい 

う 怪奇、 僕に はちよ つと 了解に 苦しむ こと だ。 

「おう ほ、 理解が できな いのも 無理で はない。 つまり、 

もっと 前から 話 をし なければ 分らないだろう。 なぜ そ 

ういう 怪物 を、 ， J の 実験室 内に 生ぜし める ようにな つ 

たかと いう こと を。 」 

そういって 博士 は、 戸棚の 上から、 一束の 青写真 を 

おろし、 テ ー ブルの 上に ひろげて みせた。 
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